
『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
増
補
版
と
し
て
補
集
Ⅰ
・
Ⅱ
を
刊
行
。

「
補
集
Ⅰ 

明
治
初
期
の「
小
学
」編
」、「
補
集
Ⅱ 

模
索
期
の
教
科
書
編
」
と
し
て

全
20
種
の
教
科
書
を
収
録
す
る
。

加
藤
国
安 

推
薦

木
村 
淳 

編
・
解
説

不二出版

補集補集

明
治
漢
文
教
科
書
集
成

明
治
漢
文
教
科
書
集
成

編
集
復
刻
版

第
８
巻
～
第
10
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　

本
体
８
１
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

８
１
６
０

−

１

２
０
１
７
年
12
月
刊
行

第
11
巻
～
第
13
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　

本
体
８
４
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

８
１
６
６

−

３

２
０
１
８
年
11
月
刊
行
予
定

補
集
Ⅰ 

明
治
初
期
の
「
小
学
」
編

補
集
Ⅱ 

模
索
期
の
教
科
書
編



の
変
遷
に
沿
っ
て
、
漢
文
教
科
書
の
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、

修
身
や
歴
史
の
そ
れ
を
も
含
め
て
科
目
の
枠
を
越
え
て
あ
っ
た
当
時
の
漢

文
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
マ
ク
ロ
で
見
れ
ば
、
明
治
と
い
う
日
本
史
上
最
大
級
の
断
層
帯

で
、
そ
れ
ま
で
わ
が
文
化
の
支
柱
だ
っ
た
漢
文
が
ど
う
命
脈
を
繋
ぎ
、
教

材
の
撰
定
が
ど
う
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
近
代
的
学
校
制
度
下
の
国
家
的

規
格
に
よ
る
、
か
つ
国
民
的
規
模
で
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
漢
文
を
通
し
て
、

時
代
を
超
え
て
あ
る
価
値
が
ど
の
よ
う
に
供
与
ま
た
修
得
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
。

　

少
し
概
念
的
に
連
ね
て
み
る
と
、
社
会
的
信
頼
性
や
利
他
的
協
調
性
を

ど
う
育
み
、
自
ら
を
省
み
る
勇
気
を
も
ち
、
世
間
的
機
微
を
ど
う
見
き
わ

め
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
各
種
各
様
の
共
同
体
の
運
命
を
ど
う
シ
ェ
ア
し
、

公
共
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
徳
の
力
を
ど
う
実
践
し
、
矛
盾
す
る
諸
利
益

や
各
正
義
間
の
和
議
を
ど
う
実
現
す
べ
き
も
の
と
し
て
学
ん
だ
の
か
。
さ

ら
に
は
人
生
の
視
野
を
ど
う
高
遠
な
も
の
と
し
、
ま
た
自
然
界
の
深
部
に

寄
り
添
っ
た
賛
歌
に
ど
う
自
ら
浴
し
得
る
の
か
と
い
っ
た
、
日
本
の
精
神

文
化
の
総
体
を
再
検
討
す
る
際
の
、
こ
れ
ら
は
未
知
の
領
分
の
公
文
書
と

も
い
え
る
。

　

中
に
は
時
代
の
限
界
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
理
解
し
た
上
で
、
我
々
の
未

来
は
ど
う
構
築
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
う
し
た
視
点
も
含
め
て
、
本
書

は
漢
文
教
科
書
と
い
う
空
白
地
帯
か
ら
提
示
さ
れ
る
、
基
本
的
か
つ
本
質

的
な
近
代
「
知
」
探
求
の
好
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

漢
文
教
科
書
史
の
全
貌
と
、

　

近
代
「
知
」
の
再
構
築
の
基
本
資
料

加
藤 

国
安
（
二
松
学
舎
大
学
特
命
教
授
）

　
『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
全
Ⅲ
期
の
刊
行
以
来
、
重
い
宿
題
を
や
っ

と
終
え
た
気
が
し
て
い
た
。
が
し
ば
ら
く
す
る
と
、
さ
ら
に
こ
れ
を
増
補

す
る
形
で
そ
の
全
体
像
を
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
な
資
料
の
提

供
・
解
説
を
と
い
う
要
望
が
耳
に
入
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
必

要
性
が
痛
感
さ
れ
て
き
た
頃
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
企
画
が
整
っ

た
。
今
回
は
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
木
村
淳
氏
の
編
で
あ
る
。
長

年
こ
の
新
領
域
を
牽
引
し
て
来
ら
れ
た
だ
け
に
「
補
集
」
の
域
を
軽
々
と

脱
し
、
漢
文
教
科
書
史
全
体
の
内
実
を
綿
密
か
つ
体
系
的
に
総
括
し
た
本

格
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
特
色
を
幾
つ
か
拾
っ
て
み
る
。
時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ

て
、
教
則
も
教
科
書
も
手
探
り
状
態
で
進
む
中
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
道
を
切
り
開
い
て
行
っ
た
か
つ
て
の
教
育
界
の
苦
闘
が
、
教
科
書

編
集
の
過
程
や
教
材
の
変
遷
に
即
し
て
リ
ア
ル
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
最
先
端
の
研
究
情
報
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
り
が
た
い
。
こ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
想
の
源
泉
は
と
い
う
に
、
補
集
Ⅰ
別
冊
巻
末
の
参

考
教
科
書
一
覧
を
見
る
と
納
得
さ
れ
る
。
じ
つ
に
六
四
二
種
、
二
四
九
五

冊
と
い
う
膨
大
な
壁
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
読
書
・
作
文
・
和
漢
文
・
国
語
及
漢
文
・
国
語
漢
文
と
い
う
科
目
名

推薦します



内容見本

補
集
Ⅰ
③

補
集
Ⅰ
①



内容見本

補
集
Ⅰ
⑪

補
集
Ⅱ
①



◆
「
補
集
Ⅰ 
明
治
初
期
の
「
小
学
」
編
」

復
刻
版

巻　

数　

書
名

　

編
者

原　
　

本

巻（
冊
）数
　

発
行
年

第８巻

①
近
世
名
家
小
品
文
鈔

土
屋
栄

３

明
治
10
年

②
和
漢
小
品
文
鈔

土
屋
栄
・

石
原
嘉
太
郎

３

明
治
18
年

③
続
日
本
文
章
軌
範

石
川
鴻
斎

７
（
３
）
明
治
15
年

④
本
朝
名
家
文
範

馬
場
健

３

明
治
25
年
（
第
三
版
）

⑤
皇
朝
古
今
名
家
小
体
文
範

渡
辺
碩
也

３

明
治
19
年

第９巻

⑥
漢
文
中
学
読
本

松
本
豊
多

６

明
治
25
～
26
年

⑦
漢
文
読
本

鈴
木
栄
次
郎

２

明
治
26
年

⑧
漢
文
読
本

指
原
安
三

10

明
治
30
年
（
訂
正
再
版
）

第10巻

⑨
漢
文
中
学
読
本
初
歩

松
本
豊
多

１

明
治
28
年

⑩
中
学
漢
文
読
本
初
歩

秋
山
四
郎

２

明
治
29
年

⑪
新
撰
漢
文
講
本
入
門

重
野
安
繹
・

竹
村
鍛

１

明
治
33
年
（
訂
正
再
版
）

『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
補
集 

収
録
資
料
一
覧

第10巻

⑫
中
学
漢
文
学
初
歩

渡
貫
勇

２

明
治
32
年

⑬
新
定
漢
文
読
例

興
文
社

１

明
治
33
年

⑭
訂
正
新
定
漢
文

興
文
社

５

明
治
33
年
（
訂
正
再
版
）

◆
「
補
集
Ⅱ 

模
索
期
の
教
科
書
編
」

第11巻

①
中
等
漢
文

山
本
廉

５

明
治
30
年

②
中
等
漢
文
読
本

遊
佐
誠
甫
・

富
永
岩
太
郎

10

明
治
31
年

第12巻

③
中
等
教
科
漢
文
読
本

福
山
義
春
・

服
部
誠
一

10

明
治
32
年

④
訂
正
中
学
漢
文
読
本

弘
文
館

５

明
治
35
年
（
訂
正
三
版
）

第13巻

⑤
漢
文
読
本

法
貴
慶
次
郎

５

明
治
37
年

⑥
新
撰
漢
文
読
本

宇
野
哲
人

５

明
治
38
年
（
訂
正
再
版
）



●　
表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別
。

不
二
出
版

〒
１
１
３・
０
０
２
３

東
京
都
文
京
区
向
丘
１・
２・
１
２

電
話
０
３・
３
８
１
２・
４
４
３
３

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３・
３
８
１
２・
４
４
６
４

振
替
０
０
１
６
０・
２・
９
４
０
８
４

2017/11

補
集　
全
６
巻
・
別
冊
２

体
　
　
裁　

Ａ
４
判（
４
面
付
）・
上
製
・
総
約
２
、３
０
０
頁

揃
　

定
　

価　

本
体
１
６
５
、０
０
０
円
＋
税

編・解
説　

木
村　

淳（
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

推
　
　
薦　

加
藤
国
安

第
８
巻
～
第
10
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　

本
体
８
１
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

８
１
６
０

−

１

２
０
１
７
年
12
月
刊
行

別
冊
＝
補
集
Ⅰ
解
説

（
分
売
可　

本
体
２
、５
０
０
円+

税
）

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−
８
１
６
５

−

６

第
11
巻
～
第
13
巻
・
別
冊
１

揃
定
価　

本
体
８
４
、
０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−
４

−
８
３
５
０

−

８
１
６
６

−

３

２
０
１
８
年
11
月
刊
行
予
定

別
冊
＝
補
集
Ⅱ
解
説
・
総
索
引

（
分
売
可　

本
体
予
価
３
、０
０
０
円+

税
）

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

８
１
７
１

−

７

※
復
刻
版
巻
数
は
『
明
治
漢
文
教
科
書
集
成
』
全
Ⅲ
期
か
ら
の
継
続
に
な
り
ま
す
。

　
加
藤
国
安 

編
・
解
説

明
治
漢
文
教
科
書
集
成

全
Ⅲ
期　
全
７
巻
・
別
冊
２

本
集
成
は
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
漢
文
教
科
書
を
年
代
で
３
期
に
分
け
、
儒

教
主
義
復
古
か
ら
教
科
書
検
定
ま
で
の
期
間
を
第
Ⅰ
期
「
初
学
漢
文
教
科
書

編
」（
収
録
資
料
明
治
10
～
20
年
刊
）、
日
本
の
漢
文
教
育
史
上
も
っ
と
も
内

容
的
に
充
実
し
た
国
民
教
育
が
実
施
さ
れ
た
教
科
書
検
定
下
の
第
Ⅱ
期
「
中

等
漢
文
教
科
書
編
」（
同
24
～
34
）、
国
語
調
査
委
員
会
発
足
後
の
第
Ⅲ
期
「
多

様
な
漢
文
教
科
書
編
」（
同
32
～
44
）
と
位
置
付
け
復
刻
す
る
。

体　
　
裁　
Ａ
４
判（
４
面
付
）・
上
製
・
総
３
、２
５
４
頁

揃 

定 

価　
本
体
１
９
４
、０
０
０
円
＋
税

編
・
解
説　
加
藤
国
安
（
二
松
学
舎
大
学
特
命
教
授
）

推　
　
薦　
石
川
忠
久
・
鈴
木
貞
美
・
辻
本
雅
史

◆
第
Ⅰ
期　
初
学
漢
文
教
科
書
編（
第
１
・
２
巻
・
別
冊
１
）

・
揃
定
価
＝
本
体
５
４
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
４
８
７

−

０

・
別
冊
＝
第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
解
説
（
分
売
可　

本
体
２
、３
０
０
円
＋
税
）

◆
第
Ⅱ
期　
中
等
漢
文
教
科
書
編（
第
３
〜
５
巻
）

・
揃
定
価
＝
本
体
８
４
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
６
１
５

−

７

◆
第
Ⅲ
期　
多
様
な
漢
文
教
科
書
編（
第
６
・
７
巻
・
別
冊
１
）

・
揃
定
価
＝
本
体
５
６
、０
０
０
円
＋
税

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８

−

４

−

８
３
５
０

−

７
７
８
９

−

５

・
別
冊
＝
第
Ⅲ
期
解
説
・
総
索
引
（
分
売
可　

本
体
３
、０
０
０
円
＋
税
）

編
集
復
刻
版

明
治
漢
文
教
科
書
集
成
　
概
要

編
集
復
刻
版

明
治
漢
文
教
科
書
集
成
　
概
要

　
◆
補
集
Ⅰ 

明
治
初
期
の
「
小
学
」
編

　
◆
補
集
Ⅱ 

模
索
期
の
教
科
書
編


